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150{r:，までのJIX.f堅手之がある (北村. 1913)。しかし J拭様
Jとでは林分の平均1iと全体位しかわからず， n開花級の
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J二多古川上jJfGの t?J~i'，j 580 mにあるrJ{TI!j IÍîJ きの I~rlJ訟のス
ギ・ヒノキ人工林に70m x 80mの方Jf~l2( (Plot A， tJ， f 
プロットA)を設け 5mメッシュにiま測した。方影i乏




伐採 IfJ i までの向さ)における抗筏成長を中心から 10{1~ ご
とに測定した。 70mX 80mの方形IKI々 には多くのヒノキ
が含まれていたので，本報訟では，その11のスギを主と















の11!1{;本は， 1三輪設立が204本であり， 1むの :31m体と比il佼し
て少なかったが，プロット.1'1.-]内にN:t泣するNo.2，
4の21母体は (1ヌ1-1参!l日)， {r:i陥数が210本前後であっ
夫… 1 L多 ilJ，~，111つぎにおける{父採向と{足以の 1Hfffiì t&:











Note : Number with each stumps corresponcls to 1ずIg.l.
i文J-J J'，多白調子t!:l(:における"0:水位ii'tI;:<J
Fig.l Stand di日posilionat Kodako 
FOR Ims.. KYOγ0732001 
同一 2tこ芯cm1，f;約のn主任Il符初本数分;(Iiをぷすc 1白
筏階別本数分布は， 84cmljl;¥，に依頼f砲をもっ分布を示し
た。凶:.Jに標本木の1Mj';ti I;l'¥ iJI /jζ数分イli を示す。 JI~び抜
けて樹尚が向い1811*が56mWiTtこ2/j~あるが，樹 ?i:;，'jl時間 IJ 本
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o c自にD て:rc'、JCコCむにD 叱才
にD に.or- coæcコ O~吻c'-l
凶行 (cm) 
|ヌ12 1'，多，liUM1f.1;(における1'(任1;削jリ本政分イli













He i ght (m) 
|以附文刈!一3 }，多 t白f 品科1村f命t訂iμ以手￡心~，にこお iけt..::る~1七総fポ~l{/f.本三A水4のも悦iな1"1'必J布'jl附号祈十W}日別ulJ判4本£数分イ布li ; 











































iJj ，1m JIJ~ 1まと同様にして， ~fL /f(の""j: ft を推定した o 1<' -2 
に伐艇の伐探i向と年輪数， [ヌ1 1¥に京本と伐恨の位i況を
示すoNo. 1， 2 の1IIH本はプロット 131)~ に{立 i泣し， NO.3 
.~ 5 の WiJ1本はプロット B外に f~!~ ím~ した c No. 1， 2， 4 











を示す ji1j宍'j[惜別本数分布は， 46ml~}1 と 50mWiiの 2 つに
どークをもっ分布を示した。 f仙台jのiWJ定;:1j洪とJJU也にお
け'る分布:伏況を考l註した結来，プロット131);Jは，間-" 
rJ 1:.とおドの部分が230年l='lij後， IX J1lj rtIリと部は1701，:
前後の 3つにほう〉できると考えられた。隊1-6にこの
ようにIRnuiした場合の 8cm前約のn1ff [~}T )IJ本数分布を
示す。プロット13と13-1内の全1母体の刊行料約百IJ本数分



















He i ght (cm) 
i立1-5 ， ':lj lJ;\，üMftliにおける総本木の似 Ill~}j I~'佐官1J4，:~次分イli







Notc : NUlllbcr wilh each slumps corrcsponds lo Fig.2. 
|対1-4 ，\':j l!;UJI.J 1f. 1ポ lこお !t る j'L.+:f立1i'!:I~1














































































V : 4L~材機 (m))
3.1. 上多古調査区
プロット}¥-}の19991日間定の立木術院は100*/ha
(I;)~ヒノキ 4 :<1三Iha) ，平均胸ïl~!j1丸花は92.8cm，王子均樹高
は44.0m，*本分i;:宇材T'rfは1.304m:l /ha， iJ旬iおl祈両総合計は
69.2m ~/haであった。また， 1999年から2000年までの l



















，&-3 I二多 I'i • 1\~ljJJ;(iv，\j 1tl){における林分概必
Fig 3 Sland cliscription al I¥odako ancl Takahara 






50 x 50 50 x 50 





Sumd lgC (ycnr) 
ド101
1'101 SILC (m X fI) 
CCIlSIlS 
Sumd dcnslty (no Ihn) 
Mcun DslI {cm} 




I~I- i 側内と ~~HtのJW定
Eslimalion of (11e hcight and日lcmvolul1c 





Numbcr of HlIlok， IS showfI Ifl thc p!uenthcsis【md¥uluc of Hinoki is incJudcd in cach plot 
[) 
t klshl 01' cach trc 1$印 lcululcdb~ 1 ……………一…一 ρ DJJII((111) Ii./I叫!hl加)
Slcm、oIUf!lCof c叫 ht悶C鳩山!culatcdb) '"ぉ H;!U~."叶はか'"吋& '~'I. l' 

































、 I~j~J は9.2mであった。欝問中は65%であり， tMi叫が比
絞的なり合わずうまく配i註されていたc
20 40 60 80 10 120 140 
DBH (cm) 
9 J:. 多 I17泌 1t 1;(における JJr~ 尚!I'Hまと結J)éiu'f1をの関係









































j二多，11品èJ 1ì' lx におけるおI泌.Jxl;~51~I


























Dc = 0.04529D + 4.985 ・・・〈信
Dc:掛;訟H主任 (11)D:腕向庶筏 (cm)































降は 4-5 mm/ir.H¥授の成長を示していた。 1980年磁
の!日Hえでは， No.3， 5の21司1*0)il;C {f:}~と廷は lLí: f して





FOR lms.. KYOTO 7:1 2001 
i立112 正:jJJ;(剣先 1.5(における紛れêii立封r~Il( 1
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DBH (cm) 
2 。。 60 40 20 
NO.4 
|兎115 l'，~:j JJíl ，UIJ公 Ilにおける伐1:r-lの 10 1 1'. ごとの、l^j~J1'主任);Ji;Jと
Fig.15 Mむandiameler growth ()f the日tump日 withevery 
dccade日lTakah日ra























/)c口 0.09385D R' 0.68 
Minimum crown diameter 
to gainムDBH迄4mm/year
at Kodako 
Dc::= 0.04529D + 4.985 
|立1-J:) 尚昆し税1WにおけるJJi'll，'，':j1'1: fをと悦iil'(f去のl)¥Jj，f，
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iド「ηi!符{.1トμ，1rη)i 日m むler ‘ chal日1符{(む:of the SlUllp 日aはlT、，臼lk<日1;日川l日n日I 






6 FOR !(ES. KYOTO 7:l 2001 
けるI担任成長を見ると， lilijWt，L1fほともIflj伐後に[1'(1.そ成長 いが，少なくとも200"1"1J:.JiIj後までは，掛械的に街!主管
がJ:N )J 11 に íl以じた間体が見られた。特に上多 I~î 淵]ffl乏では JIH~ おこなうことによって， 1].木成長を史えさせず 1向
IflJ伐後のli'[任成長が!fJ伐前と比べて1.3-L61tfになって 都千i，17j成長， ífS~t:.庄の林分を n 指す(究員111札 1985) こ
いた。このことは，)(住ら(1985) も報:!?しているよう とがIfimであるといえる。
に， 100年生を，@&え， 200{r:1:前後の林分においてもIfl]伐











































御礼'1しJ-.げます。さらに， .i}~t・な向荷台林の iOM :TIf をご尚之
可|ごさったij'光林業株式会社に!感謝のを去します。
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